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低周波音被害と“参照値”、そして 

低周波音症候群被害者の会 臨時代表 窪田泰 

低周波音被害はとても伝えにくい被害で、その大きな特徴は、捉まえにくい空気振動が

犯罪の凶器であることです。乗り物酔いの重篤な症状が呈せられていたとしても、医師の

関与はあまりありません。何故なら、乗り物を降りて暫くすれば回復するからであり、オ

トが聞こえて苦しい、或いは微振動を感じて寝られないと訴えても、音源を止めるか、距

離を取れば被害はなくなりますから、耳鼻科の医師に限らず、医師は意見を態々述べるま

でもないと考えてしまいます。長期に亘る低周波音被害はさて置いて、病院の診察室では、

低周波音は発生していないのが普通ですから、低周波音の発生がなければ苦しくもなく、

適切な診断はできません。救急車を呼んだとして、診察室に入る頃には、苦しさが治まっ

ていますし、そうでなくても医師は超多忙ですから、分かり切っている問題に関わろうと

はしません。おまけに空気振動は、騒音計でも低周波音レベル計でも専用の機器が必要で

あり、今でこそ低周波音レベル計も操作が容易くなっているといっても、20～30 年前はや

はり音響工学士の手を借りる必要がありました。 

そこに工学士の付け込むスキが生じたのです。 

明白なことは、健康被害が生じているのですから、その診断をするのは医師であって、

医師以外の、なかんずく工学士が意見することは許されないことです。低周波音について

の工学士の使命は、世の中から、低周波音によって健康被害を生じる機器・装置・構造物

を無くすことです。従って、低周波音被害について、工学士の専門家は一人も存在してい

ませんし、これからも登場することはありません。無論、今では低周波音の計測に工学士

の手を煩わせることもありません。 

ところが現実は、環境省の指示の下、独立行政法人産業技術総合研究所や社団法人日本

騒音制御工学会の工学士らが主体となり、事実無根の感覚閾値が生みだされ、参照値が誕

生しました。かくして根拠の無い数値が、加害源たる機器装置で稼ごうとする営利目的企

業によって“被害潰し”に利用され、計測に手間が掛かり、個人差が大きい低周波音被害

者の扱いに苦慮していた末端行政も、簡単に低周波音被害者を切り捨てられる参照値を、

“被害隠し”に使い始めました。国立市及び東京都は今でも参照値を重宝しています。 

低周波音被害者対策をしないでいても、法令が無いのですから、末端行政は責任を問わ

れることはありません。しかし空気振動の客観も、外傷も無い低周波音被害者は、どんな

に苦しくても、加害源が分かっていたとしても警察には行きにくく、騒音や地盤振動苦情
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と同じく 100%地元の行政窓口に出向きます。 

一度でも、行政に出向いたことのある低周波音被害者は、自分の現実を、被害を伝える

ことがどれだけ大変かということを、その窓口で嫌というほど思い知らされます。そこで

は、潜在意識の中で「低周波音被害者はオカシイ」との印象を植え付けられた行政員が、

被害者と向き合うのですから、想像するまでもありません、被害者は、ここが地獄の一丁

目であることに気付かされます。一度でも「聞こえ」の検査を受けた方が、骨導音検査を

忘れることが無いことと同じく、窓口の職員の顔を、そして投げつけられた一言一句を心

に刻みます。今後、新たに被害者になってしまわれる方は、行政窓口で必ず、“低周波音苦

情者には安全域があるんだってねぇ”と扱われます。 

あなたの近くに小学生のお子さんは居ますか、高学年の小学生に訊いてみてください。 

乗り物酔い状態になる重篤な健康被害についての、エンジニアと医師の小咄です。 

どっちの話が本当と思うか、と。 

「えっ、なんでそんなことを聞くの、バッカじゃないの」と答えるのが普通です。 

エンジニアの話を本当と思う、と答えた小学生には、こう付け加えてください。 

エンジニアは○○クリニックと医師紛いの看板を揚げて商売をし、 

医師は、日赤病院の第一内科部長を勤められた後、医院を 80 歳迄営んでおられました。 

重い健康被害について、エンジニアと医師のどちらが本当のことを言っていますか？ 

まだ、エンジニアの話を本当と思うと答えた小学生には、更に付け加えてください。 

エンジニアは大手商社から謝礼金をタンマリ貰っていて、 

片や、40 年以上も自費で公害撲滅に取り組んでこられた医師です。 

重篤な健康被害についての話は、エンジニアと医師のどちらが本当のことを言っているで

しょうか？ 

健康被害に関する、エンジニアと医師の意見を同列に論じようとするなら、論ずる者は

その時点で、既に加害者の立場でこの被害を考えていることを示していると同時に、その

程度の能力であると判断することが妥当です。 

あなたが工学士であったとして、低周波音被害者を救おうとするならば、「医師の意見が

重要である、医師による調査が必要だ、医師の判断に従って、我々工学士が低周波音を発

生しない仕組みを考え、対策する」と発言する筈です。 

何故なら、低周波音被害の特徴的な症状が「不眠と乗り物酔い」を呈する、疾患＝病だ

からです。それをしない工学士は低周波音被害者を救おうとか、被害を無くそうとか、被
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害者の立場に立って、被害者の苦しみに視線を向けている訳ではないのです。自分が手に

する札束の枚数を勘定しているだけということです。 

況して、おめおめしく「専門家でござい」と TV 出演するような工学士が、低周波音被害

の専門家である理由がありません。少なくとも、これまで低周波音被害に関係していた工

学士は、全員“低周波音加害の専門家”です。 

元来、病気とは「生物の全身または一部分に生理状態の異常を来し、正常の機能が営め

ず、また諸種の苦痛を訴える現象」ですから、その診断について医師でない者が、容喙す

ることは間違いであり、なかんずく精神的な症例の除外を目的として、工学士が低周波音

被害について忖度することは越権の極みであって、ヒトとしての倫理規範を大きく逸脱す

る犯罪と呼ぶべき所業です。 

我が国において、汐見文隆医師以外には低周波音被害について調査研究した人物は存在

しないことが知られています。また、低周波音被害が日本文化に由来する、日本人特有の

疾患であって他国には無いのですから、海外に低周波音被害の研究者はいないと考えるこ

とも自然です。極最近では、風車に起因する低周波音被害の研究者の存在が、ラットの実

験を通して伝えられましたが、低周波音成分の告知は無く、実験が緒に就いたばかりであ

ることを暗に示していました。 

低周波音被害の世界的権威である、汐見文隆医師は全国保険医団体連合会として、『2002

年 8 月 29 日及び 2003 年 11 月 27 日の 2 回にわたり、環境省と面談して、「感覚閾値の採

用を否定すること」を要望してきたが〝参照値〟と名を替えて、正式に登場してきた。こ

れではほとんどの低周波音被害者は切り捨てられることになる。それは被害者の訴えによ

って僅かに抑制されてきた低周波音被害環境が、緩和・放置されることを意味する。』と述

べておられます。 

つまり、低周波音被害を論ずるに於いて、決して「参照値」なる言葉を使用してはなら

ないというのが、汐見先生のご意見です。 

その理由は二つです。 

ひとつは、個人差が顕著な被害ですから、基準はきめにくく、仮に基準ができてしまう

とその基準以下の被害者が簡単に切り捨てられてしまうこと、もうひとつは、低周波音症

候群被害者なら誰でも知っていること、参照値の基となった聴感特性感覚閾値実験には〝

骨導音〟の検査項目が欠落している事です。つまり、参照値には、欠かしてはならない筈

の科学的裏付けがないからです。 

低周波音被害者は決して“参照値”を使用した議論をしません。“参照値”は、被害を否

定する加害者だけが使用する言葉であって、まやかしの数値“参照値”をして、低周波音
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問題を実態の無い不毛の議論に誘導することが、工学士の計略なのです。 

そして被害者は無勢、家族内でも孤立し、やっとインターネットで結ばれているだけ、

反して加害者は、末端行政、国家、環境省、経産省、国交省、総務省、日本を代表するイ

ンフラ企業を含む、無数の営利目的企業群に加えて、議員、議会、更にはお隣さんです。

税金で雇われた多数の弁護士も付いてきます。 

議論をしてメシが食えるのは、議員とメディアだけであって、その間、低周波音被害者

は被害に曝されます。我々被害者に無駄な議論をしている暇はありません。末端行政が低

周波音を計測してやろうと言った後、実際に計測し、結果が開示されるまでにタップリと

時間が掛けられ、その間、被害から逃れられないことと同様に、謂わば〝議論してやる〟

〝計測してやる〟という名の遷延策、即ち〝拷問〟が休むことなく続けられます。国立市

による昨年 11 月の陋宅での計測結果は、年が明け 4 月になっても、未だ届きません。 

汐見医師のご研究成果を学習した低周波音被害者は、科学の裏打ちの無い“参照値”を

振り回す環境省や、一部の工学士の妖術に幻惑させられることはありません。 

2009 年 01 月 19 日テレ朝「スパモニ」捏造報道の「原因不明の幽霊音を追え」に関する、 

加害者の御先棒を担ぐ連中の blog を見つけました。http://blog.goo.ne.jp/yanyan-puh/ 

「“参照値以下は安全域？”という点の問題点はスタッフも承知している」と書かれていて、

大嶋敦子と矢田野鴉の名前が見えます。 

当会がこれまで、100 を超える問い合わせを受けた中で、工学士をもって自らの被害の専

門家と表現した低周波音被害者は、一人も承知していません。どなたも肉体的、精神的、

経済的に追い詰められてはいても、精神障害者ではありません。 

自分の健康被害について、医師以外の専門家が居ると考えるなら、低周波音被害の中で

参照値が生み出された背景、そして汐見文隆医師のご活動に対する理解、参照値が低周波

音被害とは何ら関係ないことを含め、根本的な思慮が不足していることを示しています。 

そのように表現する必要も無いのに、何も知らない人にいきなり【参照値=安全域】があ

るのだと言えば、低周波音被害苦情の殆どは“安全”の筈だと伝わります。参照値以下が

安全域だとすると、参照値以下で苦情する被害者を救う理由がありません。これまで“参

照値”を基準にして、それ以下だから被害は無い、それでも苦情するなら心療内科行きが

お勧めだと、低周波音被害者が扱われてきたのは何故か、その理由が理解されていません。 

もし彼らの、知能程度を疑問視しなくて良いのなら、精神に異常を来していないのなら、

加害者であることは明白です。 

私が、低周波音被害の実際を知らないまま、末端行政の窓口に座って居たとすると、低
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周波音の苦情者は行政の敵と判断します。何故なら、故無き責任を一方的に末端行政に押

し付けるのが低周波音苦情者だと報道されたのですから。 

低周波音被害の専門家は世界で唯一人、被害者の会も世界で唯一つ、その先生と会を迂

回しての報道です。新たな被害者は、行政窓口で必ず、“低周波音苦情者には安全域がある

んだってねぇ”と扱われることが分かっていますから、低周波音症候群被害者の会として

は、これを放置できません。結果、本文のような文言が出回れば、低周波音被害者の内実

を知らない多くの人々には、まさに「仲間割れ」と見える図式も、加害者によって作られ

ました。「俺は低周波音の専門家だ」と言っていた工学士も、「低周波音症候群被害者の会

の会員の面倒は見ない」と態度をはっきりさせるかも知れません。 

TV 朝日に対しては「被害者に新たな重荷を背負わせる意図が無いのであれば、当会が示

した事実を総て番組内で開示し、“安全域”とは何を目的として、何を元に生み出したのか、

低周波音被害については、被害者が求める“安全域”以外には“安全域”が無いことを明

示し、総ての低周波音被害者に謝罪されること」を請求してきましたが、資料を受け取っ

たことはもとより、何の返事もありませんし、今次報道に対して苦情するの我が会のみで

もあり、今後、国策によって被害者になってしまわれる方を含め、全ての低周波音被害者

と、当会の活動を標的にした、TV 朝日及び加害者からの妨害報道であると判断します。 

インターネット上での井戸端会議相当の茶飲み話を指して「一通りのレベルが報道され

た」とする根拠はありませんから、低周波音被害問題はこれまで経験したことの無い、最

悪の社会的認知状態に退行してしまい、加えて、日本を代表する TV 局をその一つに、要ら

ざる、そして見えざる多数の敵を作られてしまいました。 

賽の河原にも似た、コツコツと事実を積み上げる作業を続けている被害者を後目に、無

目的に多数の敵を作る被害者が存在する筈はないのです。 

何も知らずに、国家の政策によって被害者になってしまわれた無告の民が、行政の窓口

で“参照値は安全域なんだよねぇ”と精神障害者扱いされてしまうことを、想像できない

低周波音被害者はいません。 

一度でも、行政窓口に低周波音で苦情した経験を持つ被害者が、自分の尻拭いを、それ

も国家の下策によって新たに被害者となってしまわれる、自分とは無関係な人々にさせる

ような、慳貪な低周波音被害者は、一人としていません。 

妄語戒を忘れ、加害者の好餌となって嗤われてしまうだけの、恥知らずな振舞いを、低

周波音被害者がすることはありません。 

事実を事実として伝える努力をしない、大嶋敦子と矢田野鴉は低周波音加害者であるこ
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とに疑問の余地はありません。 

大嶋敦子と矢田野鴉は低周波音被害者に対する正真正銘の加害者です。 

不一 
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